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★ データの見方                      .
 

●各比率は、回答者総数を100％として算出しました。 
●数値は小数点以下第2位を四捨五入しています。 
●複数回答の場合は、比率の合計が100％を超え 
   ます。 

★ 調査の概要                            
●調査対象 

  無作為に抽出した20歳以上の住民1,000人 

●調査期間 
  平成24年2月1日～2月20日 

●調査方法 
  郵送配布、郵送回収 

●回収結果 
  回収数343（34..3％） 
  女性201（38.9%）、 男性141（29.2%）、不明 1（0.3％） 

3.5 

55.7 

32.1 

3.5 

5.2 

0 50 100

十分平等になった 

ある程度平等になった 

あまり平等になっていない 

全然平等になっていない 

わからない・無回答 

分野別では 
 

◆男女の平等感について、平等で 
   あると感じているのは、｢学校教 
   育で」が唯一、過半数を超えて 
   います。 

◆「男性が優遇されている」と最 

    も多く感じている分野は、「社 

    会通念・習慣・しきたり」で 

    76.4％。 
◆社会のあらゆる分野で、女性は 
   男性よりも「男性が優遇されて 
   いる」と感じています。 
◆男性優遇より女性優遇の方が多 
   い分野はありません。 

 精華町では、「精華町男女共同参画計
画」に基づき、基本目標を「一人ひとり
が暮らしやすいまち」、具体的目標を
「住民参加・住民主体のもと、男女共同
参画に関する条例を制定する」と定め、
男女共同参画社会の実現に向け、さまざ
まな事業に取り組んでいます。 

 男女共同参画を推進するための条例の

制定にあたり、現状に対する皆様の思い

や意見を広くお聞かせいただき、今後の

取り組みの基礎資料とするために意識・

実態調査を実施しました。 
  

  男女共同参画の意識 男女平等の達成程度は 
 

◆全体の59.2％が「十分・ある程度平等 
   になった」と感じています。 
◆男性の30代が「あまり平等になってい 
 ない」（66.7％）と感じています。 

100 男性優遇 平等 女性優遇 

家庭で 

職場で 

町内会や 
地域活動で 

学校教育で 

政治や 
行政の場で 

法律や 
制度の上で 
社会通念・ 

習慣・しきたりで 

わからない 
無回答 

（％） 

男女共同参画通信 
✿ あなたがいる わたしがいる 未来がある ✿ 

第9号 
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自立できる経済力
家事・育児の能力
家族や周囲の人と
円満に暮らす力
個性を伸ばすこと
自立心

女性は仕事を持たないほうがよい
結婚するまで持つほうがよい
子どもができるまでは持つほうがよい
子どもができても、ずっと持ち続けるほうがよい

子育てや介護の期間はやめ、期間が過ぎれば再び持つもつほうがよい

その他
わからない・無回答

男もつらいと感じること
ある
ない
無回答

男だから頑張れと言われる
妻子を養うのは男の責任だと言われる

「男なのに」「男のくせに」と固定観念で言われる

長時間労働であるため、暮らしに余裕がなく、自分の時間が持てない

仕事の責任が大きい、仕事ができて当たり前だと言われる

自分のやりたい仕事を自由に選べないことがある

衣食住のことが十分にできなくて、生活が不便である

家族とのコミュニケーションがうまくいかない

家事や育児をすることに対する偏見をもたれる

その他・無回答

男もつら
いと感じ
ること 

0.9  

4.7  

8.5  

28.0  
44.9  

6.7  
6.4  

子どもができても、ずっと職業
を持ち続けるほうがよい 

その他 

わからない・無回答 

ある 

 58.8 
ない 

 28.4 

 12.8 

27.7  

31.3  

28.9  

28.9  

48.2  

21.7  

8.4  

3.6  

8.4  

7.2  
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男だから頑張れと言われる 

「男なのに」「男のくせに」と固定観念で言われる 

仕事の責任が大きい、仕事ができて当たり前だと言われる 

衣食住のことが十分にできなくて、生活が不便である 

家事や育児をすることに対する偏見をもたれる 

自分のやりたい仕事を自由に選べないことがある 

長時間労働のため、暮らしに余裕がなく自分の時間が持てない 

家族とのコミュニケーションがうまくいかない 

その他・無回答 

子育てや介護の期間はやめ、期間
が過ぎれば再び職業を持つほうが
よい 

42.9  

63.3  

68.8  

41.4  

63.0  

81.9 

30.9 

65.6 

41.1 

73.5 

0 50 100

自立できる経済力 

家事・育児の能力 

家族や周囲の人と 

円満に暮らす力 

個性を伸ばすこと 

自立心 

   仕事・育児・介護 

あなたの子どもに、必ず身につけ
てほしいこと 
 

◆「必ず身につけるべき」と回答があった中 
 で、「自立できる経済力」は、男の子に対 
 して81.9%、女の子には42.９％。 
◆育児・家事の能力は、男の子には 
 30.9％、女の子に対しては63.3％。 
◆女性と男性の回答の傾向に差はありません 
 が、子どもの性別によって、必ず身につけ 
 てほしいと期待する内容に大きな差があり 
 ます。 

  育児と子どもの教育 

女性が職業を持つことについて 
 

◆「子育てや介護が必要な期間は仕事をやめ、 
  期間が過ぎれば再び職業を持つほうがよい」 
  の回答が最も多く、44.9％。 

男の子に 

結婚するまでは職業を持つほうがよい 

女性は仕事を持たないほうがよい 

どんなときに「男もつらい」と感じますか 
 

◆「男もつらい」と、男性の 58.9％が感じています。 
◆その理由の中で、「仕事の責任が大きい、仕事が 

 できて当たり前だと言われる」ことが最も多く挙 

 げられ、48.2％となっています。 

妻子を養うのは男の責任だと言われる 

男の子に 

男の子に 

男の子に 

男の子に 

女の子に 

女の子に 

女の子に 

無回答 

（％） 

（％） 

（％） 

女の子に 

女の子に 

（％） 

子どもができるまでは職業を持つほうがよい 



配偶者・パートナーや交際相手からの暴力

配偶者・パートナーや交際相手からの暴力交際相手からの性的行為

職場などでのセクシュアル・ハラスメント

女性の容貌を競うミスコンテスト（美人コンテストなど）

広告内容と無関係に女性の体などを強調した広告

ポルノ映画・アダルトビデオ、女性のヌード写真を掲載した雑誌など

売春･買春、援助交際
風俗営業
その他
特に感じない
わからない・無回答

平手でうつ

足でける

物を投げつける

殴るふりをして脅す
嫌がっているのに性的な
行為を強要する

避妊に協力しない
ポルノビデオやポルノ
雑誌をみせる
何を言っても長時間
無視し続ける
行動や交友関係、電話、
メールを細かく監視する
相手の嫌がることを
言い続ける
「誰のおかげで生活できるんだ」
「かいしょうなし」などと言う

大声でどなる
金の使い道を細かくチェック
生活費を渡さない
携帯電話をわざと壊し、デ
ータを破壊する
カメラで裸などの写真を使って
相手に嫌な思いをさせる

68.7 

85.9 

74.6 68.7 

80.6 

70.1 66.2 
60.7 63.2 

77.6 
72.6 

64.2 63.7 

84.1 
90.5 

66.0  

83.7  76.6  

58.9  

78.7  

61.0  61.7  

49.6  47.5  

69.5  

54.6  

44.7  
49.6  

76.6  
84.4  

46.3  

40.8  

48.3  

10.0  

20.9  

24.4  

34.3  

20.4  

1.5  

6.0  

29.4  

38.3  

26.2  

41.8  

7.1  

17.0  

15.6  

24.1  

17.0  

0.7  

7.1  

27.0  

配偶者・パートナーや交際相手からの暴力 

職場などでのセクシュアル・ハラスメント 

広告内容と無関係に女性の体などを強調した広告 

売春･買春、援助交際 

その他 

わからない・無回答 

配偶者・パートナーや交際相手からの性的行為の強要 

女性の容貌を競うミスコンテスト（美人コンテストなど） 

02550

夫婦や交際中の男女の間で、 
「どんな場合でも」暴力にあたると思うことは… 
 

◆女性と男性とで認識の差が大きかったのものは、「大声でどなる」 
 が19.5ポイント。「『誰のおかげで生活できるんだ』『かいしょ 

 うなし』などと言う」が18.0ポイント。 
◆「物を投げつける」だけが、男性のほうが多い回答でした。 

  男女間の暴力・人権尊重 

  配偶者・恋人等からの暴力 

女性の人権が尊重されていないと感じることは… 
 

◆配偶者・交際相手からの暴力、職場でのセクシュアル・ハラスメント 
 などで、人権を尊重されていないと感じている人が多くいます。 

◆女性のほうが、男性よりも全分野で女性の人権が尊重されていない 
 と感じている割合が高くなっています。 

ポルノ映画・アダルトビデオ、女性のヌード写真を掲載した雑誌

風俗営業 

特に感じない 

上段：女性 
下段：男性 
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女性が表に出るべきでないという雰囲気がある

女性は発言しにくかったり、
意見が聞き入れられにくい

女性が役職に就きたがらない
団体の会長には男性が就き、
女性は補助的役割に就く慣行がある

その他
良く知らない
不明･無回答

女性のリーダー研修
地域で開催する男女共同参画についての研修

女性の役職者が増えるように働きかける

女性の活動を支援する組織や連携づくり

男女共同参画を推進した団体や個人の活動の紹介

性別にとらわれない組織運営のみなおし

その他
特になし
不明･無回答

食生活や健康づくりに関する情報の提供

安心して出産できる周産期医療体制の充実

女性特有の病気などに配慮した女性外来の情報提供

悩みや不安をカウンセラーなどに相談できる体制の充実  

あらゆる暴力の被害者に対するケア体制の充実

生涯を通じて心身ともに健康で過ごすための学習機会　　　　

その他
特にない
不明･無回答

30.6 

43.4 41.1 
54.2 

42.3 39.9 
32.1 

4.1 3.8 2.0 

食
生
活
や
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
情
報
の

提
供
 
 

 

 
 
 
 

女
性
特
有
の
病
気
な

ど
に
配
慮
し
た
女
性

外
来
の
情
報
提
供
 

 

悩
み
や
不
安
を
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
な
ど
に
相
談
で

き
る
体
制
の
充
実
 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

る
よ
う
な
場
の
提
供
 

生
涯
を
通
じ
て
心
身
と

も
に
健
康
で
過
ご
す
た

め
の
学
習
の
機
会
 
 
 

特
に
な
し

 

不
明
･
無
回
答
 

そ
の
他
 

あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
被

害
者
に
対
す
る
ケ
ア

体
制
の
充
実
 
 

 

19.1 21.9 22.8 

52.1 

20.5 

60.5 

3.3 2.8 1.4 

0

50

100

特
に
な
し
 

不
明
・
無
回
答

 

性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
 

組
織
運
営
の
み
な
お
し
 

男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
た
 

団
体
や
個
人
の
活
動
の
紹
介

 

女
性
の
活
動
を
支
援
す
る
 

組
織
や
連
携
づ
く
り
 

女
性
の
役
職
者
が
増
え
る
 

よ
う
に
働
き
か
け
る

 

地
域
で
開
催
す
る
男
女
共 

同
参
画
に
つ
い
て
の
研
修 

女
性
の
リ
ー
ダ
ー
研
修

 

そ
の
他

 

精華町男女共同参画に関する意識・実態調査結果（ダイジェスト版） 平成24年3月 
発行：精華町住民部人権啓発課 

〒619-0285  精華町大字南稲八妻小字北尻70番地 TEL：0774-95-1919 FAX:95-3974  

              あなたのお住まいの地域活動であてはまるのは？ 
 
◆｢女性が役職につきたがらない」「団体の長には男性がつく慣行がある」の回答割合が高く、 
 特に70歳以上の男女とも半数以上が「女性が役職につきたがらない」と回答しています。 

18.1 

7.9 

8.5 

8.5 

8.7 

33.2 

27.7 

3.5 

28.3 

10.8 

050

男性の参加が少ない 

女性の参加が少ない 

男性が女性を対等なパートナーとして見ていない 

女性は発言しにくかったり、意見が聞き入れられにくい 

団体の会長には男性が就き女性は補助的役割に就く慣行がある 

女性が役職に就きたがらない 

不明･無回答 

良く知らない 

その他 

女性が表に出るべきでないという雰囲気がある 

 今後の取り組み 

  地 域 活 動 

地域活動（自治会やPTA, 
ボランティア)で、女性の 
役員が増えるために効果
的だと思うことは… 
 

◆｢女性の役員が増えたほうが 

 よい」と回答しているのは、 

 男性71.6％、女性56.2％。 

心と体の健康を保つために、精華町が取り組むこと 
 

◆各年代で必要とするものが異りますが、「悩みや不安をカウンセラーなどに相談できる体制 
 を充実する」が男女とも最も多く、回答者の半数を超えています。 
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精華町では、
男女共同参画
社会の実現に
向けて今後、
より効果的な
施策を推進し
ていきます。 

ご意見・ご要望 

お寄せください 


